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おたより 
2019年度 第 1号 

 

  

3 月末、広場の前の梅が満開になり、続いて桜が満開になり、この桜を見上げながら子どもたちにも

見せたいなぁと毎年思います。今年度の広場は、4月16日スタートです。それまでどうか咲いていて

くださいね。桜さん。 

短大では、4月5日に入学式を行い、保育者を目指す学生たちが入学してきました。今年度も親と子

の広場にたくさん参加することと思います。学生、子ども、保護者が、かかわり合いの中で互いに豊か

になり、「今日はいい日だ。明日も頑張ろう」と思える集いの場になるよう、スタッフ一同、努めたいと

思います。 

今年度もどうぞよろしくお願い致します。 

2017年度最後の広場にて 

 T ちゃん（2歳5か月）は、お母さんになって、子ども

の世話をしています。自分が掛けてもらった言葉・向けら

れた眼差しを模倣しています。 

私は学生に「子どもの姿は、自分の姿」と話します。ク

ラス担任をすると、自分の行動・言動そっくりに、子ども

が生活を展開します。子どもの吸収力は、スポンジのよう

です。 

  

 

 

S ちゃん（3歳４か月）は、お母さんのひざの上で、犬

のぬいぐるみを抱きながら、学生（保育１年生）に絵本を

読んでもらっています。幸せそうな場面ですね。自分だけ

に向けられた心は、子どもにとって特別な栄養です。 

 

 

 

 

Y くん（４歳7か月）が、緑のスタンプで両腕を染め

ていました。すると、Sちゃん（2歳7か月）が隣に座

って同じように始めました。Yくんは自然に受け入れ、S

ちゃんもお兄さんと一緒で嬉しそう。 

この二人の様子を微笑みながらそっと見守っていたお

母さんたちの表情も、とても印象的でした。二人の行動

のどこに価値を感じるかによって、受け止め方も対応も

大きく変わりますね。 

 

4 月 12日 

桜の聖母短期大学 

親と子の広場 
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今度は、Sちゃん（2歳7か

月）が遊んでいたところに、Ｙく

ん（11か月）が近寄っていきまし

た。Yくんは、猫のぬいぐるみを

手に取ると、Sちゃんは、悲しい

声をあげました。Yくんは、「？」

「何のこと？」Sちゃんのお家に

ももうすぐ赤ちゃんが生まれま

す。赤ちゃんは、楽しいことをし

ていると、来るんだよね。 

 

Mくん（３か月）は、おばあちゃんに抱かれてあやされて

います。赤ちゃんとどのように遊ぶのか、学生も見て学ばせ

ていただいています。そこへ、Sちゃん（３歳４か月）が来

て、同じようにおもちゃを揺らしてMくんと遊んであげて

います。様々な世代が集い、子育てが伝承され、人と人との

かかわりの中で、お互いが豊かになっている姿をみることが

出来ました。 

 

 

りんごのおやつをいただきました。りんごの丸い形を生かし

て、薄く輪切りにしてみました。それから、焼きりんご（蒸し

りんご!?）は、芯をくりぬいて、切り込みを入れて、ラップで

包んで、電子レンジの500Wで10分加熱すると出来上が

り！ この調理方法は、齋藤先生がかつて実験した成果を教え

ていただきました。 

甘みが増して、おいしかったね。 

保育の2年生の特別研究音楽グループが、音楽会を開いてくれました。手遊び、ハンドベルの演奏、

そして、竹を使った手作り楽器の演奏を披露してくれました。美しい音色に耳を傾けた子ども達。そし

て、竹の楽器は、体験させてもらいました。竹の感触、匂い、音。初めての体験だった子どももいたこ

とでしょう。その後、学生たちは反省会をし、子ども達の反応からたくさんの学びを得ていました。 
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そして、2018年度を振り返って、これま

で撮りためた写真をスライドショーで流し、

みんなで振り返りました。 

 

みんな、大きくなったね！  

そして、大人の私たちも、頑張ったね！ 

 

子育ては、一人でするものではありませ

ん。昔から「群れて」子どもを育ててきまし

た。多くの世代、立場の人々が集って、笑い

あい、泣きあって、みんなで一緒に育ち合い

ましょう。 

 

最後はいつもの・・・ 

 

♪さよなら あんころもち 

また きなこ 

さよなら あんころもち 

     また きなこ 

さよなら あんころもち 

     また 今度！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ばい ばい」 また、春になったら、会おうね！ 
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今年度のスタッフ紹介 

4 月からお世話になります冨田祐香です。楽しく温かな親と子の広場になるよう努めて参りますの

で、よろしくお願いします。私自身、5歳の息子の子育てをしています。息子が2歳の頃から地域の子

育て支援センターに参加していたことも、良い思い出です。保護者の方々にとって、笑顔になってもら

える心地よい場所になり、子ども達の成長を一緒に見守ることができたら嬉しいです。   冨田祐香 

 

そして、引き続き、奥田もお世話になります。その他、短大の教員も不定期に参加します。齋藤美智

子先生（保育士）、山下敦子先生（看護師・保健師）、狩野奈緒子先生、そして、管理栄養士の資格を持

つ食物栄養専攻の教員も参加します。短大の専門家に気軽にお声がけください。 

 

 

 

2019年度の広場 

2019年度も、クッキングやおはなし会、野外保育などを計画しています。みんなで作る

「親と子の広場」です。みなさんからのご要望など、お気軽にスタッフにお話ください。 

また、悩み相談も特別な時間は設けずに、遊びながら、おしゃべりしながら、先輩ママや専

門家の教員が、一緒に考えます。 

お茶もセルフサービスで楽しんでください。子ども同士の遊びが楽しくなってくると、大人だけの時

間も持てるようになります。時には、ほっと一息つくことも、大切ですよね。遠慮なく、他のママや学

生、スタッフを頼ってくださいね。ここは、みんなで、みんなの子どもを育てる広場です。 

 

今年度も、気軽に遊びに来てください。 

たくさんの出会いと仲間に感謝！ 

文責 奥田美由紀 

     今後の予定 

  

 

               

4 月 16日（火） 

  19日（金） 

  23日（火） 

  26日（金） 

  30日（火）休み 

5月 3日（金）休み 

   7 日（火） 

  10日（金） 

  14日（火） 

  17日（金）休み 

  21日（火） 

  24日（金）休み 

  28日（火） 

  31日（金）休み 

桜の聖母短期大学 

🏠福島市花園町3-6 

☎ 024-534-7137 

（代表） 


